
第１８３回 国立大学法人鹿屋体育大学教育研究評議会 議事要旨 
 
 
日  時  令和 ２ 年 １ 月２３日（木）１３時１５分～１４時４０分 

 

場  所  事務局大会議室 

 

出 席 者  松下、森（司）、原田、山田、荻田、瓜田、濱田（幸）、前田（明）、国重、中村（夏）、

山本、北村、前阪、和田、安田、金高、濱田（初）、髙橋、添嶋、赤嶺、髙井、森

（克）、中本、浜田（幸）の各評議員 

 

欠 席 者  石田（出張）評議員 

 

陪 席 者  緒方監事 

      有馬（正）次長、有馬（規）室長、宮園、今村、羽室、永松、鴨田の各課長 

 

議  題 

 

１．第１８１・１８２回議事要旨確認 

資料１に基づき、原案どおり確認した。 

 

２．学長諮問 

    経営協議会学外委員について 

      学長から、令和２年３月３１日をもって任期満了となる、経営協議会学外委員につ

いて、教育研究評議会の意見を聴いて任命することとなるため、引き続き６名の委員

全員に就任いただくことについて、意見がある場合、１月３１日(金)までに学長宛申

し出るよう、依頼があった。 

 

３．学長報告 

   令和２年度以降の系主任等について 

     学長から、１２月の教育研究評議会にて諮問した、令和２年度以降の系主任につい

て、次のとおり報告があった。 

 

     スポーツ・武道実践科学系   系主任 髙橋仁大 教授 

     スポーツ生命科学系      系主任 田巻弘之 教授 

     スポーツ人文・応用社会科学系 系主任 森 克己 教授 

 

また、次期系副主任、常任委員会及び専門委員会委員候補者について、事務局から

文書にて依頼するので、各系主任は２月７日（金）までに推薦するよう依頼があり、

次回教育研究評議会にて報告する旨、説明があった。 

 

 



４．審議事項 

（１）特任教員の選考について 

学長から、資料２－１及び２－２に基づき、特任教員の選考について説明の後諮ら

れ、審議の結果、原案どおり了承された。 

 

   （２）教員（スポーツ・武道実践科学系：教授（コーチング学（柔道）））の採用選考及び

大学院体育学研究科担当教員の認定について 

      前阪教員選考特別委員会委員長から、資料３－１及び３－２に基づき、教員（スポ

ーツ・武道実践科学系：教授（コーチング学（柔道）））の採用選考について、選考経

過の説明があり、続いて、森研究科担当教員審査特別委員会委員長から、資料３－１

及び３－３に基づき、大学院体育学研究科担当教員の認定について、審査経過の説明

の後、学長から諮られ、投票の結果、小澤雄二氏のスポーツ・武道実践科学系：教授

（コーチング学（柔道））への採用が了承され、かつ、大学院体育学研究科修士課程

及び博士後期課程の研究指導担当教員（○合適格者）と認定され、授業科目の担当等に

ついて可と判定された。 

 

（３）教員（スポーツ・武道実践科学系：助教（コーチング学（競泳）））の採用選考につ

いて 

瓜田教員選考特別委員会委員長から、資料４－１及び４－２に基づき、教員（スポ

ーツ・武道実践科学系：助教（コーチング学（競泳）））の採用選考について、選考経

過の説明があり、学長から諮られ、投票の結果、宮田健造氏のスポーツ・武道実践科

学系：助教（コーチング学（競泳））への採用が了承された。 

 

   （４）令和２年度体育学部非常勤講師の任用計画について 

      有馬事務局次長兼教務課長から、資料５に基づき、令和２年度体育学部非常勤講師

の任用計画について説明があり、学長から諮られ、審議の結果、原案どおり了承され

た。 

      なお、学長から、①任用計画書（案）の「新規」の表示は、「科目」又は「担当教

員」どちらか分かりやすくして欲しい。②参考資料の「定年」に関する事項は、早い

段階で本人へ伝えて欲しい。との発言があった。 

 

   （５）令和２年度体育学研究科（修士課程及び博士後期課程）非常勤講師の任用計画につ

いて 

      有馬事務局次長兼教務課長から、資料６に基づき、令和２年度体育学研究科（修士

課程及び博士後期課程）非常勤講師の任用計画について説明があり、学長から諮られ、

審議の結果、原案どおり了承された。 

 

   （６）鹿屋体育大学教員表彰規則の制定等について 

      羽室総務課長から、資料７－１から７－３及び参考資料に基づき、鹿屋体育大学教

員表彰規則の制定等について説明があり、学長から諮られ、原案に対し、表彰対象者

数及び表彰の名称などについて種々の質疑を行い、審議の結果、これらを整備するた

め継続審議とし、次回に再提案することとなった。 



５．報告事項 

   （１）令和元年度共同研究・受託研究・寄附金の受入報告（第３四半期）について 

      今村学術図書情報課長から、資料８に基づき、令和元年度共同研究・受託研究・寄

附金の受入報告（第３四半期）について、報告があった。 

 

 ６．その他 

    な し 


